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世
界

一
月
を
真
え
て
角

っ
て
き
た

「
伯
天
強
二
世
」
か
ら
手
を
ふ
る
■
末
洋
さ
ん

|                ・
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三
年
二
ヵ
月
ぶ
り

子予結号1,

手
製
の
世
界

一
周

天
測
が
頼
り
無
線
機
も
積
ま
ず

手
づ
く
り
の
コ
ッ
ト

「
は
ズ
翁

（
あ
は
う
ど
り
）
二
世
」
で
、

ひ
と
り
ば
っ
ち
の
世
界

一
悶
筑
池
を
純
け
て
い
た
西

石
市
羽
衣
五
丁
日
、

青
木
沖
さ
ん
全
も
は
二
十
八
日
午
後
〓
時
十
分
、

三
年
ニ
カ
月
ふ
り
に
料
市
の
石
津
港
に
用
海
し

た
。

梁
然
の
帰
料
で
出
迎
え
は
少
な
か
っ
た
が
、

コ
ロ
ン
プ
ス
、

マ
■
十フ
ン
の
時
代
そ
の
ま
ま
に
、

星
と
、

ら
針
盤
、

沌
Ｎ
だ
け
を
勲
り
に
与
七
つ
の
海
々
を
乗
り
切
っ
た
背
末
さ
ん
に
竹
し
み
の
な
い
拍
手
を
送
っ
た
。

手
製
の
ヨ
ッ
ト
で

一
人
、

無
漱
＆
も
村
ま
す
に
世
界

一
腐
に
成
功
し
た
の
は
世
界
で
も
料
め
て
で
は
な
い
か
と
い
う
。

こ
の
期
八
時
半
こ
ろ
Ｆ

「
付
共
蕊
二

世
」
の
所
嵐
す
る
ロ
イ
ヤ
ル
石
沖
ヨ
ッ

ト
ク
ラ
フ
の

「
出
濯
」
＝
京
油
郎
灘
艇

長
各
↓
Ｈ

め
典
に
野
沖
を
元
気
に
Ａ
走

し
て
い
る

「
億
天
翁
二
世
」
を
発
見
、

規
再
土
保
安
母
の
Ｘ
縄

其

「
ち

ぬ
か

ぜ
」
が
、間

ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
束
整
、

親
市

柏
不
町
、

お
終
来
憾
弘
思
刊
さ
ん
生
じ

を
来
せ
て
確
認
に
向
か
い
、

正
午
す
ぎ

泉
大
淳
沖
で
、

髪
触
し
た
。

「
化
ズ
墨

二
せ
」
は

「
ち
ぬ
か
ぜ
」
の
経
卓
で
、

年
後
二
時
間
、

大
Ｌ
海
西
沖
に
あ
る
検

妥
び
ょ
う
地
に
停
港
、

宗
〓
淳
ヨ
ッ
ト

に
乗
り
込
み
亀
投
を
す
ま
せ
た
め
と

て

―
ル
を
お
ろ
し
て

「
ち
ぬ
か
ぜ
」
に
え

い
点
さ
れ
、

待
ち
に
特
っ
た
母
港
へ
。

大
漁
説
を
か
か
け
た
地

方
の
漁
ぬ
や
ヨ

ッ
ト
た
二
十
生
の
出
迎
え
る
中
を
年
後

三
時
十
分
、

翠
市

。
石
浬
海
に
表
母
し

一
一。湾

に
は
貧
烈
菖
一挙
ギ
タ
五
も
、

母
幾

（無
寄
港
、

出
独
）
に
縦
い
て
今
度
が

車封期や蜘抑伽轟姫床Ｗ↑「知難

さ
で
も
「
“
火
在理
一世
」
が
肢
小
で
あ

る
。

〈
注
〉
日
本
人
の
コ
ッ
ト
が
世
界

一

川
に
成
功
し
た
の
は
同
隅
号

（
四
人
衆

り
爪
み
）
、

山
栄
号

（
二
人

来
り
組

み
、

山
作
任
）
、

ひ
ね
も
す
工
世

（
三

人
性
り
組

み
）
、

マ
ー
メ

イ

ド
三
世

年
一
き

穴

円
九
）、
炊
／
テ

曇

せ
々

・０

の

一
象
や
、

文
人
、

官
本
さ
ん
を

一
日

児
た
い
と
い
う

一
般
の
人
が
多
去
林
め

か
け
、

狭
い
港
は
二
百
余
の
人
で
犯
ま

わ
た
。

岸
駅
で
入
国
、

通
関
手
税
き
を

終
え
た
Ｗ
不
さ
ん
は
、

千
高
四
十

一
日

本
り
に
日
本
の
土
を
持
み
し
め
、

も
み

く
ち
ゃ
の
飲
抑
た
受
け
た
。

「
億
天
翁

二
世
」

は

企
長

六

・
五

肝
、

嘔
二
所
。

二
本
マ
ス
ト
の
ケ
ッ
チ

で
、

青
木
さ
ん
が
二
年
が
か
り
で
つ
く

う
上
げ
た
。

エ
ン
ジ
ン
、

無
練
抵
、

方

向
探
知
観
な
ど
の
近
代
装
備
は

一
切
駅

ま
す
、

天
測
に
頼
っ
て
航

海
を

枕
け

た
。
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四
十
六
年
六
月
十
三
日
、

石
洋
港
を

出
発
、

八
十

一
日
間
で
大
平
洋
納
断
に

成
功
。

メ
キ
シ
コ
・
マ
サ
ト
ラ
ン
港
で

は
、

ヨ
フ
ト
の
い
た
み
が
ひ
ど
か
っ
た

た
め
、

い
っ
た
ん
は
世
界

一
周
を
断
な

し
た
が
、

間
瓢
や
コ
ッ
ト
仲
間
の
出
か

い
助
ま
し
で
再
だ
。

メ
キ
シ
ョ
・
ァ
カ

プ
ル
コ
、ガ

ラ
パ
ゴ
ス
島
、

イ
ー
ス
タ
ー

島
を
避
て
四
十
八
年

一
月
二
十
二
日
、

「
恐
市
の
押
」
と
呼
ば
れ
る
南
米
最
南

軸
の
ホ
ー
ン
岬
を
、

日
本
人
と
し
て
初

め
て
コ
ツ
ト
で
通
過
。

フ
エ
ノ
ス
ァ
イ

レ
ス
か
ら
五
十
二
Ｈ
門
で
大
内
洋
を
槙

跡
。

枕
い
て
ｒｆ
二
出
問
で
イ
ン
ド
洋
の

翠
翰
舞
擬
稗

近
に
つ
い
た
。

こ
の
間
、

ガ
ウ
パ
ゴ
ス
局
で
は
流
行

牲
肝
炎
に
か
か
り
、

ホ
ー
ン
岬
や
六
い

洋
な
ど
で
再
王
峡
理
し
た
り
、

ク
ジ
ラ

と
超
架
す
る
な
ど
何
周
も
死
と
Ｈ
ｍ
じ

た
が
、

奇
跡
的
に
無
平
だ
っ
た
。


